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＜＜特特許許＞＞
「化学修飾カーボンナノ繊維を分極性電極とした電気二重層キャパシタ」
（特開2006-196751）
「通液型キャパシタの電極用脱イオンシート」（特許第6561429号）
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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

電電気気二二重重層層キキャャパパシシタタ（（EDLC））を応用した

水処理技術である。EDLCは内部に多孔質

炭素電極を備え、電解質溶液に浸漬されて

いる。電圧を印加することにより、カチオン

およびアニオンが電極表面に吸着する。ま

た、短絡あるいは逆電圧の印加で吸着イオ

ンが脱着する。このサイクルを活用し、充放

電を繰り返すことで吸着・濃縮ができる。電

極の再生反復利用に熱エネルギーを必要

としないことも特長である。加えて、省エネ

ルギー運転が可能なため、ボボイイララーー内内ななどど

ののススケケーールルのの除除去去、硬硬水水のの軟軟水水化化、、希希薄薄

水水溶溶液液中中ののイイオオンン除除去去・・回回収収など環境調和

型の新しい水処理技術として期待できる。

Ⅰ. イオンの吸着・脱着の連続操作が可能であり、脱離によって濃縮貯蔵が可能
Ⅱ. 構造がシンプルで電極の劣化が少なく、長期用可能（数万から数十万回）運転が可能
Ⅲ. 電気透析法と比べ省エネルギーであり（希薄溶液の場合60%）、ランニングコストも約

30%程度
Ⅳ. 複数のユニットの組み合わせ（並列、直列）で、処理量や濃度の調節が可能

Ⅰ. 水溶液中の各種イオンの除去・脱離→新規水処理技術 （水処理業界）
Ⅱ. エネルギー蓄電デバイス→ エネルギーの有効利用ならびに非常時の補助電源

（電気電子業界 ）

図2  通液型積層装置

図1  電気二重層の原理によるイオンの吸・脱着機構

技技術術のの概概要要

お問合わせ先 関西大学 社会連携部 産学官連携センター T E L：0 6 - 6 3 6 8 - 1 2 4 5
MAIL：sangakukan-mm@ml.kandai.jp


